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　令和 4 年度の町の予算
は、 一 般 会 計 総 額 99 億
9,643 万 9 千 円、 対 前 年
度比 9.1％の増、14 特別
会計・1 企業会計総額 54
億 7,162 万円、合わせて
154 億 6,805 万 9 千円と
なりました。
　今年度は新庁舎整備や
図書館整備等の大型事業
の経費を計上しているこ
とから、事務事業全般に
わたって精査するととも
に、事業の妥当性、有効
性などを念頭に、行政の
継続性、緊急性、新型コ
ロナウイルス感染症への
対応に重点を置いた予算
となっています。
　それでは、令和 4 年度
の町の予算の詳細を見て
みましょう。

令和 4年度
富士川町当初予算
一般会計は

99億9,643万9千円
対前年度比9.1％増

〜 “暮らしと自然が輝く交流のまち ”を目指して〜

会計名 予算額 前年度比
一般会計 99億 9,643 万 9千円 9.1％
特別会計 48億 896 万 7千円 4.0％

国民健康保険 16 億 5,883 万 8 千円 7.7％
後期高齢者医療 4 億 1,619 万 1 千円 14.1％
介護保険 18 億 380 万 7 千円 △ 0.5％
介護サービス事業 7,419 万 5 千円 △ 0.6％
奨学金 48 万円 0.0％
簡易水道事業 1 億 3,492 万 3 千円 15.4％
下水道事業 6 億 4,133 万 2 千円 0.2％
営農飲雑用水事業 565 万 3 千円 △ 38.1％
箱原農業集落排水事業 1,637 万 4 千円 24.9％
鹿島財産区 5 万 1 千円 0.0％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 43 万 6 千円 1.2％
かじかの湯事業 5,408 万 4 千円 10.8％
峡南地区通級指導教室共同設置 185 万円 0.0％
峡南地区充指導主事共同設置 75 万 3 千円 △ 13.4％

公営企業会計 6億 6,265 万 3千円 58.0％
水道事業 6 億 6,265 万 3 千円 58.0％

予算用語説明
一般会計…町の行政運営の基本的な経費が計上される会計
特別会計…特定の事業を行うため、一般会計と区別して処理する会計
公営企業会計…事業収入により経営する会計
町　税…町民・固定資産税など皆さんが町に納める税金
地方交付税…所得税など国が徴収した税金の中から、町の財政状況に応じて交
付されるお金

国・県支出金…事業など特定の目的の財源として、国や県から支出されるお金
町　債…事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金
繰入金…一般会計、特別会計、基金の会計間におけるお金の移動を表す言葉
扶助費…児童手当や法令により障がい者・高齢者などに支給するお金
普通建設事業費…道路、学校など公共施設の設備などに使うお金
繰出金…特別会計・企業会計への繰出金

町民1人当たりの
予　算

※一般会計の予算額
を令和4年4月1日現
在の町の人口14,409
人で割ったものです。

693,764円

【議会費】
5,775円

9,146円

192,984円

62,651円

147,586円

36,592円

84,726円

78,582円

13,198円

58,853円 3,671円
【商工費】

【総務費】

【土木費】

【民生費】

【消防費】

【衛生費】

【教育費】

【農林水産業費】

【公債費】 【その他】

会議の活動に

商工業・観光の振
興に

新庁舎建設や公共交
通の整備に

道路・橋などの整
備・維持管理に

高齢者・障がい者・子
どもの支援に

消防・防災に

保健やごみ処理に

学校・社会教育・文
化・スポーツに

農業・林業の振興に

町の借金の返済に
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一般会計予算の内訳歳　　　入
町税 13 億 4,399 万 2 千円
地方交付税 26 億円
国・県支出金 11 億 1,573 万１千円
使用料及び手数料 9,206 万円
分担金及び負担金 8,802 万円
町債 22 億 1,654 万円
繰入金 14 億 8,920 万 4 千円
その他 10 億 5,089 万 2 千円

合　　　計 99億 9,643 万 9千円

歳　　　出
議会費 8,320 万 5 千円
総務費 27 億 8,070 万 5 千円
総務管理費 21 億 7,069 万円
徴税費 1 億 202 万 1 千円
戸籍住民基本台帳費 3,141 万 1 千円
選挙費 5,311 万 7 千円
企画費 4 億 2,220 万 6 千円
統計調査費 79 万 4 千円
監査委員費 46 万 6 千円
民生費 21 億 2,656 万 2 千円
社会福祉費 13 億 2,757 万 4 千円
児童福祉費 7 億 9,898 万 8 千円
衛生費 12 億 2,081 万円
保健衛生費 9 億 3,779 万 6 千円
清掃費 2 億 8,301 万 4 千円
労働費 800 万円
農林水産業費 1 億 9,017 万円
農業費 1 億 4,670 万 3 千円
林業費 2,318 万円
地籍調査費 2,028 万 7 千円
商工費 1 億 3,178 万 7 千円
土木費 9 億 274 万 4 千円
土木管理費 7,986 万 9 千円
道路橋梁費 3 億 3,191 万 8 千円
河川費 665 万 9 千円
都市計画費 3 億 5,154 万 3 千円
住宅費 4,183 万 4 千円
まちづくり推進費 9,092 万 1 千円
消防費 5 億 2,726 万 5 千円
教育費 11 億 3,230 万 1 千円
教育総務費 1 億 6,246 万 5 千円
小学校費 1 億 2,449 万 2 千円
中学校費 7,268 万 1 千円
社会教育費 5 億 2,006 万 4 千円
保健体育費 7,017 万 7 千円
学校給食費 1 億 6,773 万 3 千円
町民会館費 1,468 万 9 千円
災害復旧費 249 万 5 千円
公債費 8 億 4,801 万 5 千円
諸支出金 3,538 万円
公営企業費 3,404 万 2 千円
基金費 133 万 8 千円
予備費 700 万円

合　　　計 99億 9,643 万 9千円

歳入

歳入

歳出

歳出

歳出

地方交付税
26.0%

民生費
21.3%

人件費 
15.6%

補助費等 
14.7%

物件費 
13.1%

扶助費 
7.7%

貸付金 
2.1%

予備費、維持補修費、災害
復旧事業、積立金 

0.1%

分担金及び
負担金
0.9%使用料及び

手数料
0.9%

町債
22.2%

消防費
5.3%

国・
県支出金
11.2%

衛生費
12.2%商工費

1.3%

議会費
0.8%

その他
0.6%

農林水産業
1.9%

町税
13.4%

総務費
27.8%

繰入金
14.9%

土木費
9.0%

普通建設事業 
27.1%

繰出金 
11.1%

公債費 
8.5%

その他
10.5%

教育費
11.3%

公債費
8.5%

歳出予算の性質別
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一般会計
　主な歳出 予算の目玉

■総務費・消防費■■農林水産業費・商工費■

■　土　木　費　■

■　教　育　費　■

■　民　生　費　■

■　衛　生　費　■

峡南広域行政組合に関する費用
　　議会・総務費
　　情報センター
　　電算システム
　　広域ネット
　　障害程度区分認定（民生費）
　　消防費（消防費）
新庁舎整備事業
新庁舎建設監理業務委託
新庁舎情報システム構築事業
定住奨励金補助事業
ふるさと納税報償費
デマンドバス・代替バスなどの生活推進費
消防団運営費など非常備消防費
防災行政無線屋外拡声子局転換事業

最勝寺地内水路改修事業
鳥屋地内農道整備事業
中山間地域総合整備事業
経営体育成基盤整備事業
多面的機能支払事業
林地台帳システム所有者情報更新業務
森林経営管理制度業務
地籍調査費
商工会事業設備等利子補給など補助金
まほらの湯空調設備更新業務
登山道・遊歩道整備委託業務
殿原公園伐採業務

橋梁定期点検業務
リニア側道整備事業
青柳 32 号線など道路改良舗装工事
道整備交付金事業（大椚大久保線）
町営住宅解体工事
下水道事業特別会計繰出金
富士川いきいきスポーツ公園整備事業
木造住宅耐震改修等事業
危険空き家解体補助

GIGA スクールネットワーク保守業務等
デジタルシティズンシップ教育業務
ますほ文化ホール指定管理料
ますほ文化ホール音響設備リース料
歴史文化施設整備事業
図書館建設事業負担金
図書館書架等購入費
殿原スポーツ公園樹木伐採工事
給食センタ－運営費
町民会館管理費

地域健康福祉センター運営等業務
障がい者自立支援給付費
子ども医療費・ひとり親家庭医療費
児童手当
出産祝金
保育所総務費

峡南医療センター企業団運営負担金
峡南医療センター企業団貸付金
定期予防接種
特定健康診査など健康診査業務
新型コロナウイルスワクチン接種事業
浄化槽設置整備事業補助金
一般廃棄物運搬収集業務
中巨摩地区広域行政事務組合負担金
三郡衛生組合負担金

3 億 5,587 万 1 千円
2,556 万 3 千円
2,360 万 7 千円
1,362 万 6 千円

1,342 万円
136 万 7 千円

2 億 7,828 万 8 千円
15 億 4,959 万 4 千円

3,468 万 9 千円
1 億 3,761 万円

1,786 万円
2,452 万 8 千円
5,242 万 2 千円
2,152 万 4 千円

1 億 7,228 万 1 千円

730 万円
600 万円

1,500 万円
1,225 万円

838 万 9 千円
266 万 2 千円
747 万 9 千円

2,028 万 7 千円
1,212 万 8 千円

927 万 3 千円
249 万 9 千円
243 万 1 千円

1,431 万 1 千円
1 億 7,900 万円

3,100 万円
3,246 万円

450 万円
3 億 2,541 万 3 千円

5,050 万円
300 万円
150 万円

748 万円
125 万 4 千円

2,960 万 9 千円
1,008 万円

4,656 万 7 千円
3 億 2,461 万 2 千円

2,200 万円
341 万円

1 億 6,773 万 3 千円
1,468 万 9 千円

874 万 4 千円
3 億 4,754 万 4 千円

6,276 万円
1 億 8,540 万円

365 万円
4 億 3,803 万 7 千円

3 億 5,359 万円
2 億円

2,524 万 6 千円
4,500 万円
6,406 万円

124 万 2 千円
8,531 万円

9,874 万 2 千円
7,351 万 8 千円
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新
庁
舎
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
構

造
や
設
備
を
取
り
入
れ
、
来
庁
す
る

す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
や
さ
し
い
、
利

用
し
や
す
い
庁
舎
に
変
わ
り
ま
す
。

《
段
差
の
な
い
フ
ロ
ア
》

　

庁
舎
の
フ
ロ
ア
構
成
は
す
べ
て
の

階
に
お
い
て
段
差
が
な
く
、
車
い
す

や
足
の
不
自
由
な
方
に
も
や
さ
し
い

造
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《
エ
レ
ベ
ー
タ
の
導
入
》

　

新
庁
舎
は
３
階
建
て
と
な
り
ま
す

が
、
各
階
の
移
動
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ

が
活
用
で
き
ま
す
。

《
障
が
い
者
駐
車
場
・
お
も
い
や
り
駐

車
場
の
設
置
》

　

庁
舎
入
り
口
近
く
に
障
が
い
車
駐

車
場
（
２
台
分
）
の
ほ
か
高
齢
者
や

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
な
ど
が
駐
車

可
能
な
お
も
い
や
り
駐
車
場
（
４
台

分
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

駐
車
場
は
キ
ャ
ノ
ピ
ー
（
ひ
さ
し

屋
根
）
の
下
の
た
め
雨
天
時
で
も
雨

に
濡
れ
ず
に
敷
地
内
を
横
断
で
き
、

入
り
口
玄
関
ま
で
段
差
の
な
い
バ
リ

ア
フ
リ
ー
構
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《
視
覚
障
害
者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
》

　

敷
地
の
出
入
り
口
か
ら
庁
舎
内
ま

で
視
覚
障
害
者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を

設
置
し
ま
す
。

《
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
》

　

車
い
す
使
用
者
に
も
利
用
し
や
す

い
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

《
み
ん
な
の
ト
イ
レ
》

　

各
フ
ロ
ア
に
は
、
車
い
す
を
使
用

す
る
方
や
足
の
不
自
由
な
方
も
使

え
、
子
ど
も
の
お
む
つ
替
え
等
も
で

き
る
み
ん
な
の
ト
イ
レ
（
多
目
的
ト

イ
レ
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
階
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
で
す
。

新
庁
舎

ス
ク
ー
プ
！

　

4
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
新
庁
舎
の
機
能
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
で
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

利
用
し
や
す
い
設
備

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
　  

デ
ザ
イ
ン
と
は
？

　
「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
」「
み
ん
な
に
や
さ
し

い
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
年
齢
・
性
別
、
文
化
、

身
体
の
状
況
な
ど
、
人
々
が
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
違
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
社

会
と
な
る
よ
う
、
ま
ち
や
建

物
・
も
の
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
し
て
い
こ
う
と
す
る
考

え
方
の
こ
と
で
す
。

　
障
害
者
相
談
員
は
、身
体
障
害
な
ら
び
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
々
の
相
談
に

応
じ
、
福
祉
施
策
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、
助

言
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て

い
る
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
2
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
2
名
が

委
嘱
を
受
け
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
任
期　
4
月
1
日
〜
令
和
6
年
3
月
31
日

◇
身
体
障
害
者
相
談
員　
　
　
　
　
　
◇
知
的
障
害
者
相
談
員

	

●
お
問
い
合
わ
せ

　
	

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
	

　
☎︎
22

-

7
2
0
7

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

竹内 正直 氏
最勝寺 1347
☎ 22-4567

中込 初代 氏
大椚 392-12
☎ 22-6822

赤池 ひとみ 氏
青柳町 34-1
☎ 22-1916

依田 貞子 氏
箱原 48-1

☎ 27-0351
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農林業体験宿泊交流施設
がオープンします！

　4月29日（金・祝）、平林地内増穂西小学校跡地に、農林業体験宿泊交流施設「平林たはたの宿」がオープンします。
この施設名には、町や平林地区を訪れた皆さんが、農林業体験を通して、里山の四季の移ろいや平林の棚田などの
豊かな自然環境、歴史文化を体感してほしいという願いが込められており、宿泊棟の名称は樹木の名称から名付け
ました。

名称　富士川町農林業体験宿泊交流施設「平林たはたの宿」
位置　富士川町平林 1123 番地 1
　1．宿泊棟　ロフトなし 2 棟（くろべ・さくら）　床面積　46.37㎡、定員　4 名、宿泊料金　20,000 円 / 泊
　2．宿泊棟　ロフトあり 2 棟（あすなろ・おおすぎ）　床面積 46.37㎡、定員　5 名、宿泊料金　25,000 円 / 泊
　3．トイレ棟　1 棟

●農林業体験宿泊交流施設ってどんなところ？
　農林業体験ができる宿泊施設です。普段農業や林業の体験をすることができない環境にある方が作業を体験
し、自然の良さ、野菜などを育てる喜びや、食べる喜びを学ぶ場です。

●平林地区でできる農業体験
1．野菜の栽培・収穫体験
　農作物の成長観察や収穫が体験できます。
　○じゃがいも掘り（7月）○みさき大根オーナー（8月から11月）
　○みさき大根抜き取り体験（11月）○じゃがいもオーナー（4月から7月）
　〇体験農園（4月から11月）
2．棚田オーナー制度
　施設周辺の田んぼで、米ができるまでの成長観察や収穫が体験できます。
　〇田植え（手植え）（6月）、除草（7月、8月）、稲刈り（手刈り）（9月）

●お問い合わせ
　産業振興課　農林振興担当　☎22-7202
　宿泊予約受付時間　午前9時から午後4時（土日祝は除く）

「平林たはたの宿」
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3
月
末
に
、
道
の
駅
富
士
川
の
芝
生

広
場
に
「
農
産
物
加
工
所
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
富
士
川
で
人
気
の
小
麦
ま

ん
じ
ゅ
う
や
ね
じ
り
菓
子
は
、
こ
れ
ま

で
塩
の
華
の
加
工
室
で
製
造
し
て
お

り
、
商
品
運
搬
に
時
間
を
要
し
、
欠
品

等
に
よ
る
販
売
機
会
を
逃
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
農
産

物
加
工
所
で
製
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、

商
品
管
理
が
容
易
に
な
り
、
管
理
面
の

簡
素
化
や
生
産
性
の
向
上
が
見
込
め

ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
加
工
所
で
は
、
地
域

の
特
産
品
を
使
っ
た
、
新
た
な
看
板
商

品
の
開
発
も
同
時
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
未
就
学
児
に
か
か

る
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

（
未
就
学
児
：
６
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

◇
軽
減
対
象
世
帯
に
つ
い
て

　

軽
減
対
象
世
帯
の
場
合
、
軽
減
適
用
後
の
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を

減
額
し
ま
す
。

※
実
際
は
平
等
割
額
の
計
算
お
よ
び
端
数
処
理
の
た
め
、
金
額
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
者
は
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課　

国
保
担
当

　

☎︎
22

-

7
2
0
9

　

春
か
ら
秋
に
か
け
、観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
人
気
の
十
谷
地
区
に
、
大
型

バ
ス
の
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
大
型
バ
ス
専
用
6
台
分
と
、

普
通
自
動
車
専
用
９
台
分
の
駐
車
場

を
整
備
し
、
併
せ
て
公
衆
ト
イ
レ
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
型
観
光
バ
ス
を

利
用
し
た
観
光
客
の
誘
致
が
可
能
に

な
り
、
観
光
客
の
増
加
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
に
は
、

「
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
要
件
確

認
書
」
の
送
付
を
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
い
て
い
る
世
帯
の
方

は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
3
月
号
も
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◇
支
給
額

　

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

◇
申
請
期
限

　

５
月
17
日
（
火
）

◇
支
給
日

　
「
確
認
書
」
が
町
へ
到
着
後
お
お

む
ね
３
週
間
後

●
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
担
当

　

☎︎
22

-

７
２
０
７

「
農
産
物
加
工
所
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児
の

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

十
谷
地
区
に「
大
型
バ
ス
の
駐
車
場
」が
完
成
し
ま
し
た

軽減割合 減額前 減額後

７割軽減 11,300円 5,600円

５割軽減 18,900円 9,400円

２割軽減 30,400円 15,200円

軽減なし 38,000円 18,900円

未就学児の均等割額（1人当たりの年税額）
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－後期高齢者医療制度改正について－

窓口負担割合が変更になります

　令和４年度は窓口負担割合が年度途中で変更となるため、
次のとおり被保険者証の交付・発送を予定しています。
◇１回目　
　７月中旬発送（予定）
　有効期限が９月３０日までの被保険者証を送付します。
◇２回目　
　９月中旬発送（予定）
　有効期限が令和５年７月３１日までの被保険者証を送付します。

　１０月１日から、医療費の窓口負担が１割負担の方のうち、一定以上の所得のある方は、負担割合が２割とな
ります。
　今回の変更で１割負担から２割負担へ変更となるのは、「年金収入+その他合計所得金額」が２００万円以上
の方（世帯の被保険者数が1人の場合）と、「年金収入+その他合計所得金額」の合計が３２０万円以上の方（世
帯の被保険者数が２人以上の場合）です。

　負担割合が１割から２割に変更となる方は、１０月１日から３年間に限り、1カ月の入院医療費を除く外来医療
費の自己負担の増加額を３，０００円までに抑える措置（配慮措置）が講じられます。

○被保険者証の交付・発送について

○窓口負担割合の変更について

○配慮措置を実施します

●お問い合わせ
　町民生活課　高齢者医療年金担当　☎２２－７２０９

世帯の被保険者数 年金収入 + その他合計所得金額 負担割合

１人
２００万円未満 １割

２００万円以上 ２割

2 人
３２０万円未満 １割

３２０万円以上 ２割

窓口負担割合の見直しに関して、ご不明な点は、厚生労働省コールセンターにお問い合わせください。
☎０１２０（００２）７１９　【受付】月曜日〜土曜日　午前９時〜午後６時（日・祝日を除く）
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町
で
は
、
地
震
の
際
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
な
く
す

た
め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
自

主
的
な
撤
去
お
よ
び
改
修
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
の
敷
地
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、

本
制
度
を
利
用
し
、危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
撤
去
お
よ
び
改
修
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
対
象
工
事

【
撤
去
】

　

1
・
8
m
以
上
の
道
路
に
接
し
た

土
地
、
公
園
・
公
共
施
設
の
敷
地
な

ど
に
接
し
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利

用
す
る
土
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
60
㎝
を
超

え
る
も
の
。

【
改
修
】

　

撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
換

え
て
、
新
た
に
生
け
垣
の
設
置
を
行

う
も
の
。

◇
補
助
金
額
（
補
助
単
価
限
度
額
）

【
撤
去
】

　

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
少
な
い
額

（
１
）
実
際
の
工
事
費

（
２
）
撤
去
を
行
う
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
延
長
１
m
に
つ
き
、
2
︐0
0
0
円

を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
ま
す
。

【
改
修
】

　

生
け
垣
の
新
設

　
　
　
　
　

5
︐
0
0
0
円
/
m

　

支
柱
購
入

　
　
　
　
　

2
︐
0
0
0
円
/
m

　

擁
壁
類
（
基
礎
部
）

　
　
　
　
１
2
︐
0
0
0
円
/
m

※
補
助
金
の
額
は
、
補
助
単
価
限
度

額
を
超
え
な
い
範
囲
と
し
、
区
分

ご
と
の
対
象
経
費
に
補
助
率
を
乗

じ
た
額
を
合
計
し
た
額
と
し
ま
す
。

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
額
は
30
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。（
1
つ
の
敷
地
に
つ
き
1

回
限
り
）

※
補
助
率
は
実
施
経
費
の
2
/
3
以

内
と
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
宅
用
地
の
供
給
の
促

進
を
図
り
、
良
好
な
住
環
境
整
備
を

推
進
し
、
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び

秩
序
の
あ
る
市
街
地
形
成
を
図
る
た

め
、
宅
地
分
譲
事
業
を
実
施
す
る
民

間
事
業
者
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

◇
交
付
対
象
者

　

町
内
に
1
戸
建
て
分
譲
用
宅
地
を

開
発
す
る
民
間
事
業
者

◇
交
付
対
象
条
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

・  

2
区
画
以
上
の
分
譲
区
画
を
整
備

す
る
も
の
。

・  

宅
地
開
発
す
る
分
譲
用
宅
地
が
、

宅
地
開
発
後
に
お
い
て
住
民
用
の

1
戸
建
て
住
宅
以
外
の
用
途
に
な

ら
な
い
も
の
。

・  

1
区
画
の
面
積
、
開
発
区
域
内
道

路
の
幅
員
な
ど
は
、
町
の
開
発
行

為
に
関
す
る
技
術
基
準
に
適
合
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（
敷
地
面
積

が
、
1
区
画
当
た
り
２
３
０
㎡
、

道
路
幅
員
６
ｍ
以
上
、
た
だ
し
、

通
り
抜
け
可
能
で
あ
れ
ば
幅
員
４

ｍ
以
上
）

・ 

道
路
整
備
を
伴
う
開
発
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
、
道
路
・
緑
地
な
ど
に

つ
い
て
は
町
に
寄
附
す
る
こ
と
。

・ 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
工
区
域

を
除
く
。

・ 

県
ま
た
は
町
が
定
め
る
規
定
に
基

づ
く
申
請
お
よ
び
協
議
を
行
っ
た

も
の
。

◇
補
助
基
本
額

　

1
区
画
当
た
り

　

20
万
円
（
用
途
指
定
区
域
内
）

　

10
万
円
（
用
途
指
定
区
域
外
）

　

町
で
は
、
安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く

り
や
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
幅
員
４
m
未
満
の
道
路

に
つ
い
て
、道
路
に
隣
接
す
る
土
地
の

所
有
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
拡
幅
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◇
補
助
対
象
工
事

1
フ
ェ
ン
ス
、
板
塀
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

擁
壁
類
、
門
等
の
撤
去
費

　

道
路
拡
幅
用
地
内
に
あ
る
フ
ェ
ン

ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
擁
壁
類
な
ど
を
撤

去
し
、
土
地
を
整
地
す
る
工
事

2
生
け
垣
の
新
設
費

　

道
路
の
後
退
線
の
建
設
敷
地
内
に

新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
工
事

3
擁
壁
類
の
新
設
費

　

道
路
の
後
退
線
の
建
設
敷
地
内
に

新
た
に
安
全
な
擁
壁
類（
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
除
く
）
を
設
置
す
る
工
事

4
隅
切
り
奨
励
金

※
隅
切
り
用
地
部
分
を
寄
附
し
て
い

た
だ
い
た
場
合

◇
補
助
金
額
（
補
助
単
価
限
度
額
）

1
フ
ェ
ン
ス
、
各
種
塀
、
擁
壁
類
、
門

等
の
撤
去
費

	

１
１
︐
２
０
０
円
/
㎥

2
生
け
垣
の
新
設
費

　

生
け
垣
の
新
設

	

５
︐
0
0
0
円
/
m

　

支
柱
購
入

	

２
︐
0
0
0
円
/
m

3
擁
壁
類
の
新
設
費

	

１
２
︐
６
０
０
円
/
m

4
隅
切
り
奨
励
金

　

計
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
し

ま
す
。（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
額
は
、
補
助
単
価
限
度

額
を
超
え
な
い
範
囲
と
し
、
1
か

ら
３
の
区
分
ご
と
の
対
象
経
費
に

補
助
率
を
乗
じ
た
額
を
合
計
し
た

額
と
し
ま
す
。（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）

※
補
助
金
額
の
合
計
額
は
、
１
回
の

申
請
に
つ
き
30
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

※
補
助
率
は
実
施
経
費
の
2
/
3
以

内
と
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去

改
修
費
の
補
助
制
度

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
費
の
補
助
制
度

民
間
分
譲
宅
地
開
発
支

援
事
業
の
補
助
制
度

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課　

都
市
計
画
担
当

　

☎︎
22

-

7
2
１
4
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有害獣防除柵設置の補助金申請について
　町では、農地をイノシシやシカなどの有害獣から守る防除施設（簡易電気柵など）を設置するための費用の７割を
補助する制度があります。
　農地の保全をお考えの方はご活用ください。
　補助金の申請には、使用する資材や農地の面積などの要件があります。詳しくはお問い合わせください。

●お問い合わせ　　産業振興課　農林振興担当　☎２２－７２０２

ますほ21世紀の森づくりの会　会員募集
　ますほ２１世紀の森づくりの会では、ふるさと自然塾を中心とした町有林などの森林づくりボランティアを募集してい
ます。森林が好きな方、林業を体験してみたい方など、森林づくりに関心があり、実際に活動することができる方なら
どなたでも参加できます。町の森林を後世に残すための活動をしてみませんか。

◇年会費　　1 人１，０００円
◇活動内容　・森林の間伐や下草刈り作業　・会員のふれあい交流会の開催など四季折々の事業を計画しています。

●お問い合わせ　　産業振興課　農林振興担当　☎２２－７２０２

遊休農地有効活用事業補助金について
　農業生産の阻害や病害虫の巣の原因となる遊休農地の解消と有効活用を推進するための経費の一部を補助します。
これから、遊休農地を活用した取り組みをお考えの方はご活用ください。

◇新規植栽苗木購入費　事業経費の 50％以内（10a あたり30,000 円を限度とする。）

◇遊休農地（荒廃状態）整地代（ただし、新規耕作（果樹）に限る。）　事業経費（10a あたり50,000 円を限度とする。）

◇条件　農地が町農業振興地域の農用地区域内であること。

※補助金の申請には、要件があります。詳しくはお問い合わせください。

●お問い合わせ　　産業振興課　農林振興担当　☎２２－７２０２

富士川町公営住宅等長寿命化計画を策定しました
　前回の計画から 10 年を経過することや、国の指針が改定されたことから、指針に即し、関連計画との整合や事業
の進捗状況などを勘案し長期的な視点をもって計画の見直しを行いました。
　本計画は、町営住宅等の適切なマネジメントを実施するために、点検・データ管理の方針や、各団地のあり方を考
慮した事業手法を定め、長寿命化に資する予防保全的な維持管理や改善事業が計画的に実施されることで、町営住宅
等の適切な更新及びライフサイクルコストの縮減を図ることを目的としています。
　計画は、都市整備課またはホームページで閲覧することができます。

●お問い合わせ　　都市整備課　住宅担当　☎ 22-7214

道路上に張り出している樹木等の適切な管理について
　道路に張り出した樹木や生け垣などは、通行の際、見通しを悪くするほか、
車両や歩行者の通行の支障となり、大変危険です。
　樹木等の所有者は、道路に樹木がはみ出さないよう、剪定や伐採など、適
切な管理をお願いします。

●お問い合わせ　　土木整備課　維持管理担当　☎２２－７２０3

民地 民地道路
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　　清潔で快適な生活環境をつくる

下水道への接続にご協力ください！

　下水道は、私たちの生活
環境を良くし、川や湖など
の水質を守る目的で整備を
進めています。令和４年３
月末で、全体計画区域のう
ち 8 割の区域が整備され
ました。
　お住まいの地域に下水道
が整備されましたら１日も
早く接続をお願いします。

●お問い合わせ先
　上下水道課　下水道担当
　☎ 22-7204

令和4年度供用開始対象地域

釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

釜
無
川
流
域
下
水
道　

富
士
川
１
号
幹
線

釜
無
川
流
域
下
水
道　

富
士
川
３
号
幹
線

まほらの湯

はくばく文化ホール

役場本庁舎

𣇃米公民館

鰍沢警察署

鰍沢小学校

鰍沢口駅
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４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人

事
異
動
な
ら
び
に
課
の
担
当
の
新
設

を
行
い
ま
し
た
。

・
産
業
振
興
課

か
じ
か
の
湯
担
当
を
新
た
に
設
け
る
。

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
配
置
換
え

【
政
策
秘
書
課
】

▼
広
聴
広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
広
聴
広

報
担
当
） 

大
柴
美
佳
▼
秘
書
担
当（
財

務
課
） 

石
原
沙
紀
▼
広
聴
広
報
担
当

（
防
災
交
通
課
）飯
田
卓

【
財
務
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
行
政
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
）小

林
喜
文
▼
人
事
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当
リ
ー

ダ
ー
）三
好
健
▼
行
政
担
当（
政
策
秘

書
課
）大
森
充
▼
財
政
担
当（
税
務
課
）

荒
居
祥
太

【
財
務
課
付
け
】

（
会
計
課
）大
森
加
奈
子
▼（
町
民
生
活

課
）石
部
舞
▼（
税
務
課
）若
林
菜
々
美

【
管
財
課
】

▼
地
籍
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
地
籍
調

査
担
当
）中
込
厚
司
▼
財
産
管
理
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
教
育
総
務
課
中
学
校
統
合

準
備
室
中
学
校
統
合
準
備
担
当
）依
田

哲
哉
▼
施
設
整
備
担
当（
町
民
生
活

課
）善
積
圭
太
▼
契
約
担
当（
上
下
水

道
課
）深
澤
功
樹

【
税
務
課
】

▼
課
長（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
図
書

館
準
備
担
当
リ
ー
ダ
ー
）望
月
奈
緒
美

▼
課
長
補
佐
兼
住
民
税
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
住
民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
）根
岸

亮
子
▼
資
産
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財

課
財
産
管
理
担
当
リ
ー
ダ
ー
）芦
澤
克

久
▼
徴
収
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
産
業
振
興

課
）保
坂
裕
▼
資
産
税
担
当（
管
財
課
）

近
藤
千
佳

【
防
災
交
通
課
】

▼
課
長（
教
育
総
務
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
）大
久
保
公
生
▼
課
長
補
佐
兼

消
防
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
消
防
防
災

担
当
リ
ー
ダ
ー
）井
上
直
人
▼
交
通
対

策
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
政
策
秘
書
課
広
聴

広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
）石
坂
裕
樹

【
町
民
生
活
課
】

▼
課
長（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
担
当

リ
ー
ダ
ー
）一
之
瀬
三
千
▼
国
保
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
産
業
振
興
課
農
業
委
員
会

事
務
局
担
当
リ
ー
ダ
ー
）井
上
明
▼
高

齢
者
医
療
年
金
担
当（
生
涯
学
習
課
）

折
居
恵
▼
生
活
環
境
担
当（
生
涯
学
習

課
）市
川
晃
平
▼
戸
籍
担
当（
福
祉
保

健
課
）内
田
結
香

【
福
祉
保
健
課
】

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

長（
防
災
交
通
課
長
）望
月
聡
▼
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
長

（
財
務
課
長
補
佐
兼
行
政
担
当
リ
ー

ダ
ー
）海
野
公
哉
▼
課
長
補
佐
兼
介
護

保
険
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
介
護
保
険
担
当

リ
ー
ダ
ー
）井
上
直
子
▼
課
長
補
佐
兼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

室
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
室
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

井
上
圭
▼
健
康
増
進
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
リ
ー

ダ
ー
）小
河
内
菜
美
▼
福
祉
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
税
務
課
徴
収
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

河
西
裕
樹
▼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
母
子
保

健
担
当
リ
ー
ダ
ー
）笠
井
美
紀
▼
障
害

福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）

長
澤
麻
子
▼
健
康
増
進
担
当（
子
育
て

支
援
課
）丸
山
香
澄
▼
障
害
福
祉
担
当

（
財
務
課
）佐
野
史
剛
▼
健
康
増
進
担

当（
福
祉
保
健
課
）飯
田
千
尋
▼
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
担
当（
福
祉
保
健
課
）

手
塚
香
里

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長（
税

務
課
資
産
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
）森
川
学

▼
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団（
福
祉

保
健
課
）渡
辺
裕
太

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
児
童
支
援
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
児
童
支
援
担
当
リ
ー
ダ
ー
）秋

山
綾
▼
母
子
保
健
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
健

康
増
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）横
内
幸
子
▼

児
童
保
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支

援
課
）小
池
美
智
子
▼
母
子
保
健
担
当

（
産
業
振
興
課
）秋
山
亮
▼
児
童
支
援

担
当（
町
民
生
活
課
）網
野
茜
▼
第
１

保
育
所（
児
童
セ
ン
タ
ー
）内
田
五
月

▼
第
１
保
育
所（
中
央
保
育
所
）杉
山

明
子
▼
第
１
保
育
所（
中
央
保
育
所
）

金
丸
由
美
子
▼
中
央
保
育
所（
第
１
保

育
所
）金
丸
理
恵
▼
中
央
保
育
所（
第

１
保
育
所
）森
本
有
生
▼
中
央
保
育
所

（
第
５
保
育
所
）笹
本
美
沙
▼
中
央
保

育
所（
第
５
保
育
所
）石
川
景
子
▼
中

央
保
育
所（
第
１
保
育
所
）山
村
若
菜

▼
第
５
保
育
所（
中
央
保
育
所
）清
水

桂
子
▼
児
童
セ
ン
タ
ー
（
第
１
保
育

所
）依
田
美
穂
子

【
産
業
振
興
課
】

▼
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
兼
か
じ

か
の
湯
事
務
局
長（
観
光
物
産
協
会
事

務
局
長
）長
澤
康
▼
課
長
補
佐
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
管
財

課
地
籍
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー
）依
田
克

彦
▼
か
じ
か
の
湯
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
都

市
整
備
課
）中
沢
美
和
子
▼
商
工
観
光

担
当（
税
務
課
）田
中
敦
貴

【
土
木
整
備
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア
推
進
室
リ
ニ

ア
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
リ
ニ
ア
推
進

室
リ
ニ
ア
推
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）土
橋

学
▼
農
林
土
木
担
当（
山
梨
西
部
広
域

環
境
組
合
）嶋
田
祐
也

【
都
市
整
備
課
】

▼
住
宅
担
当（
上
下
水
道
課
）望
月
智

徳
▼
都
市
計
画
担
当（
土
木
整
備
課
）

角
倉
亮
治
▼
都
市
計
画
担
当（
土
木
整

備
課
）村
松
鈴
加

【
上
下
水
道
課
】

▼
課
長
兼
上
水
道
事
務
所
長（
生
涯
学

習
課
長
）依
田
正
紀
▼
課
長
補
佐
兼
下

水
道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
下
水
道
担
当

リ
ー
ダ
ー
）一
之
瀬
英
志
▼
業
務
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
）雨
宮
正
貴
▼
上
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
都
市
整
備
課
）秋
山
真
樹
▼
上

水
道
担
当（
都
市
整
備
課
）秋
山
一
将

▼
業
務
担
当（
税
務
課
）名
取
史
子

【
会
計
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
会
計
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
国
保
担
当

令
和
４
年
度
職
員
人
事

富士川町議会令和４年第１回定例会
において同意を得て、古屋三千雄教
育長が就任しました。
任期は、
４月１日から
令和６年３月
３１日まで。

教
育
長
就
任
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リ
ー
ダ
ー
）芦
澤
晶
子
▼
会
計
担
当

（
財
務
課
）山
下
慎
介

【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長（
上
下
水
道
課
長
兼

上
水
道
事
務
所
長
兼
業
務
担
当
リ
ー

ダ
ー
）原
田
和
佳

【
教
育
総
務
課
】

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長（
峡
南
広
域

行
政
組
合
情
報
セ
ン
タ
ー
次
長
）長
田

博
幸
▼
中
学
校
統
合
準
備
室
中
学
校

統
合
準
備
担
当（
会
計
課
）乙
黒
葉
月

【
生
涯
学
習
課
】

▼
生
涯
学
習
課
長（
福
祉
保
健
課
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室
長
）

井
上
誠
▼
図
書
館
準
備
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
児
童
保
育
担
当

リ
ー
ダ
ー
）齊
藤
美
菜
子
▼
社
会
教
育

担
当（
町
民
生
活
課
）望
月
香
織

【（
一
社
）ふ
じ
か
わ
】

▼
課
長（
課
長
補
佐
）川
口
信
二

【
派
遣
】

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合（
税
務
課
長
）

深
澤
千
秋

◎
採
用

▼
税
務
課
住
民
税
担
当　

深
澤
帆
香

▼
防
災
交
通
課
消
防
防
災
担
当　

鮫

田
葵
▼
福
祉
保
健
課
介
護
保
険
担
当　

村
松
和
哉
▼
産
業
振
興
課
農
林
振
興

担
当　

石
原
大
士
▼
上
下
水
道
課
簡

易
水
道
担
当　
中
込
成
人

◎
退
職（
３
月
31
日
付
け
）

▼
松
井
清
美（
町
民
生
活
課
長
）▼
中

込
裕
子（
福
祉
保
健
課
長
兼
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
）▼
野
中
充
香（
議
会
事

務
局
長
）▼
保
坂
美
智
子（
課
長
補
佐

兼
人
事
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー
）▼
堀
口

昭
義（
上
下
水
道
課
上
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
）▼
山
本
香（
福
祉
保
健
課
福
祉

担
当
リ
ー
ダ
ー
）▼
秋
山
直
子（
福
祉

保
健
課
）▼
望
月
勇
太
郎（
上
下
水
道

課
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
任

　
令
和
4
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、委
員
に
佐
塚
孝
之 
氏（
最

勝
寺
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

人　
　
　

事

令和4年4月10日執行
富士川町議会議員一般選挙の結果について

　４月２４日の任期満了に伴う富士川町議会議員一般選挙が、４月１０日（日）行われました。結果は次のとおりです。

※按分による0.003は切捨て

富士川町議会議員一般選挙開票結果
区分 氏名 住所

（届出による） 得票数 党派

当選 堀内春美 青柳町 641.000 無所属
当選 小林有紀子 鹿島 638.000 公明党
当選 𧦴藤欽也 長澤 635.000 無所属
当選 依田誠司 青柳町 577.000 無所属
当選 宇田川朱恵 平林 556.000 無所属
当選 望月眞 鰍沢 536.000 無所属
当選 神田雅也 長澤 494.000 無所属
当選 青栁光仁 鰍沢 486.000 無所属
当選 秋山仁 最勝寺 479.607 無所属
当選 小林和良 最勝寺 471.000 無所属
当選 深　一幸 長澤 436.600 無所属
当選 鮫田洋平 大椚 426.000 無所属
当選 井上光三 小室 391.205 無所属

秋山稔 小林 309.392 無所属
深澤志津惠 駅前通二丁目 290.399 無所属
髙井利樹 鰍沢 284.000 無所属
笹本壽彦 長澤 274.000 無所属
井上和男 小林 257.794 無所属

投票者数と投票率

項目 男 女 計

選挙当日
有権者数 5,970 人 6,368 人 12,338 人

投票者数
（うち期日前投票者）

3,946 人
（1,436 人）

4,332 人
（1,797 人）

8,278 人
（3,233 人）

投票率 66.10% 68.03% 67.09%

▲4月11日　当選証書付与式
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令
和
４
年
度
富
士
川
町
消
防
団
の

入
団
者
お
よ
び
新
役
員
、ま
た
退
団

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者（
3
月
31
日
付
け
）

《
副
団
長
》

　

志
村
正
和（
本
）

《
分
団
長
》

　

市
川
智
一（
２
）　

井
上
雄
也（
４
）

　

井
上　

仁（
4
）

《
副
分
団
長
》

　

井
上
竜
太（
３
）

《
班
長
・
幹
事
》

　

深
澤
秀
知（
７
）　

保
坂　

裕（
８
）

《
団
員
》

　

秋
山
直
子（
本
）　

望
月
幸
一（
２
）

　

望
月
翔
太（
２
）　

深
沢
隼
人（
２
）

　

大
森
甲
子（
４
）　

志
村
和
哉（
４
）

　

神
田
高
仁（
５
）　

古
郡
義
隆（
７
）

　

西
尾
芳
樹（
７
）　

嶋
田
清
人（
７
）

　

丸
山
猛
士（
８
）　

青
木
一
将（
８
）

　

保
坂　

佐（
８
）　

小
林
貴
大（
８
）

◆
入
団
者

《
団
員
》

　

近
藤
千
佳（
本
）　

内
藤
史
奈（
本
）

　

望
月
香
織（
本
）　

井
上
貴
瀬（
１
）

　

窪
田
好
平（
２
）　

大
森
友
誠（
３
）

　

菊
池
美
里（
３
）　

齊
藤
裕
英（
３
）

　

西
海
慧
人（
３
）　

杉
山
大
征（
７
）

　

飯
田　

卓（
７
）　

海
野
直
紀（
８
）

◆
新
役
員

《
副
団
長
》

　

大
森
夏
樹（
本
）

《
分
団
長
》

　

井
上　

卓（
２
）　

渡
邉
和
哉（
４
）

　
保
坂
健
次
郎（
５
）　

井
上
太
一（
６
）

　

遠
藤　

昭（
７
）　

川
口　

達（
８
）

　

望
月
勇
太（
９
）

《
副
分
団
長
》

　

深
沢
和
樹（
１
）　

秋
山
雄
太（
２
）

　

秋
山
一
将（
３
）　

依
田
哲
哉（
４
）

　
宇
田
川
貴
之（
５
）　

井
上
文
広（
６
）

　

松
嶋
和
也（
７
）　

望
月
智
秀（
８
）

　

望
月
正
史（
９
）

《
部
長
》

　

芦
澤
洋
平（
１
）　

今
津
祐
一（
２
）

　

池
岡
幸
夫（
３
）　

深
澤
大
輔（
４
）

　

堀
内
敬
士（
５
）　
仙
洞
田
晋
也（
6
）

　

深
澤
慎
吾（
７
）　

米
山　

卓（
７
）

　

雨
宮
尚
司（
７
）　

望
月　

久（
８
）

　

大
野
俊
之（
９
）　

《
班
長
》

　

小
池　

潤（
１
）　

川
手
勇
太（
２
）

　
望
月
豊
宇
希（
３
）　

山
下
慎
介（
４
）

　

中
込　

司（
４
）　

深
沢
佳
秀（
５
）

　

依
田
和
也（
５
）　

古
郡
弘
之（
6
）

　

神
山
浩
大（
７
）　

鶴
田
賢
人（
７
）

　

遠
藤　

仁（
７
）　

大
野
正
与（
７
）

　

齋
藤
栄
治（
８
）　

樋
口
将
太（
９
）

《
機
械
係
》

　

望
月
恭
彦（
１
）　

一
瀬
大
夢（
２
）

　

田
中
康
太（
３
）　

善
積
圭
太（
３
）

　

井
上
裕
矢（
４
）　

荒
居
祥
太（
４
）

　

上
田
裕
之（
５
）　

若
林
克
友（
６
）

　

坂
本
貴
大（
７
）　

増
原
直
哉（
７
）

　

嶋
田
祐
也（
７
）　

河
野　

真（
７
）

　

河
野
裕
介（
８
）　

依
田
卓
也（
９
）

ラ
ッ
パ
隊
解
散

　
ラ
ッ
パ
隊
の
活
動
は
、
令
和
2
年
度

以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
披
露
す
る
機
会
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
負
担

軽
減
等
も
考
慮
し
て
、
3
月
31
日
付
け

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
解
散
に
伴
い
、
令
和
4
年
度
消
防
団

任
命
式
で
は
、
令
和
3
年
度
の
ラ
ッ
パ

隊
長
か
ら
望
月
利
樹
町
長
・
齊
藤
正
行

団
長
に
指
揮
棒
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
交
通
課　
消
防
防
災
担
当

　
☎︎
22

-

７
２
１
８

消
防
団
任
命
式

入団者代表として宣誓をする
「菊池美里」さん

町で初めて分団に配属される
女性団員となりました。

指揮棒を返還する
令和 3 年度ラッパ隊長

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
３
月
下
旬

に
、
児
童
生
徒
（
小
学
校
４
年
生
か

ら
中
学
校
２
年
生
ま
で
）・
保
護
者
・

教
職
員
を
対
象
に
１
回
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
現
在
、
集
計
や

分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
中
学

校
統
合
へ
の
率
直
な
気
持
ち
や
、
不

安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
現
在
の
回
答
率
は
、
児

童
生
徒
が
46
％
、
保
護
者
・
教
職
員

が
４７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
集
計
・
分
析
が
で
き
次
第
、
広

報
等
に
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
町
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。　

ご
自
宅
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
回
答
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　

中
学
校
統
合
準
備
室

　

☎︎
22-

５
３
６
１

中
学
校
統
合
に
つ
い
て
Vol.2
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はくばく文化ホール開館30周年記念

　　　 『真打ち競演』 観覧者募集

　このたび、はくばく文化ホール開館３０周年を記念して、富士川町とNHK甲府放送局と一般社団法人ふじかわが共
催でNHKラジオ『真打ち競演』の公開収録を実施します。ベテラン芸人による、落語・漫才・漫談の至芸をお楽しみい
ただきます。
　観覧をご希望の方は、次の要領でお申し込みください。
　なお、今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては、公演の中止や以下の内容を変更させていただく場合があ
ります。

※当選はお1人様１枚とさせていただきます。
※１歳以上のお子さまから入場整理券が必要です。
※応募多数の場合は抽選のうえ、当選の方には希望人数（2人まで）入場いただける入場整理券を、

落選された方には落選通知を6月8日（水）頃に発送する予定です。なお、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、お客様同士の間隔をとった座席を、事前に入場整理券で指定させていただきます。

※記入に不備があった場合は無効になりますのでご注意ください。
※「返信用裏面」には抽選結果を印刷しますので、白紙のままお送りください。紙・シール等の貼り

付け、修正液のご使用もご遠慮ください。
※摩擦熱で色が消えるボールペンの使用はご遠慮ください。
※インターネットオークション等での入場整理券の売買は固くお断りします。転売を目的としたお申し

込みであると判明した場合は、抽選の対象外とさせていただきます。また、売買が確認された場合
は入場をお断りします。インターネット売買サイト等での入場整理券の偽造や架空出品にともなうト
ラブルが発生しておりますので、くれぐれもご注意ください。

※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果の連絡のほか、NHKでは受信料のお願いに使用させて
いだだくことがあります。

※新型コロナウイルス感染状況などによって、やむをえず、公演を中止する場合、他の公演への振替
はございませんので、ご理解のほどお願い致します。また、事情により出演者や演出など番組内容
を変更する場合があります。そのほか、感染状況により、観覧いただける方の地域を一部制限する
場合がございます。あらかじめご了承ください。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、保健所など公的機関へお客様の情報を提供する場合があ
ります。その場合、当日ご来場いただいた方のお名前など詳細をお聞きすることがあります

●お問い合わせ　はくばく文化ホール  ☎22-8811（午前9時〜午後５時15分　月曜日除く）
  ホームページ　http://masuho-bunka.jp/
 NHK甲府放送局 ☎055-255-2148（午前９時30分〜午後6時　平日）
  ホームページ　https://www.nhk.or.jp/kofu/

◇日　　時　6月24日（金）【開場】午後5時　【開演】午後6時　【終演予定】午後8時　
◇会　　場　はくばく文化ホール（富士川町天神中條820-1）
◇放送予定　8月27日（土）・ 9月3日（土） 午後１時5分〜1時55分　ラジオ第1（全国）・国際放送
◇司　　会　堀井 優太（NHK 甲府放送局アナウンサー）
◇出演予定 【１本目】 【２本目】

ナイツ(漫才) 入船亭扇遊(落語)江戸家小猫(動物ものまね)柳亭こみち(落語)三遊亭小遊三(落語)柳家小菊(粋曲)

往信おもて

往信
〈 空欄 〉

※何も書かな
いでください。

富士川町天神中條
820-1
はくばく文化ホール

「真打ち競演」係

返信うら

返信おもて 往信うら

返信

ご自分の
郵便番号
住所
名前

ご自分の
郵便番号
住所
名前
電話番号
観覧希望人数

（2 人まで）

【観覧申込】	 入場無料。郵便往復はがき（私製を除く）に必要事項を記入して、（下記参照）
	 5月31日(火)まで【必着】に、はくばく文化ホールへお申し込みください。

写真：ヒダキトモコ
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Information
お知らせ

　町では、産休代替保育士の会計年度任用職員を募集
します。

【保育士】
◇募集人数　1人
◇資格　保育士資格を有する方、要普通運転免許
◇業務内容　保育士業務
◇任用期間　７月１日〜令和５年３月３１日
◇募集期限　５月２７日（金）※必着
◇選考方法　面接
◇申込方法　履歴書と資格の写しを財務課へ提出して
ください。（選考日などは、後日連絡します）

●お申し込み・お問い合わせ
【給与・申し込みについて】
財務課　人事給与担当　☎22-7201

【勤務条件について】
子育て支援課　児童保育担当　☎22-7221

会計年度任用職員を募集します

　町では、国または県が実施する統計調査の調査員とし
て従事していただける方を募集します。応募していただ
いた方は町の統計調査員として登録します。調査の実施
時期に電話等によりお願いし、調査の仕事に従事してい
ただくことになります。
　調査員として、登録を希望される方はお気軽にお問い
合わせください。
◇応募の資格
・町内に住所を有し、満20歳以上の方
・責任を持って調査事務を遂行し、守
秘義務を守れる方
・警察、選挙、税務などに従事してい
ない方
◇報酬
　調査終了時、調査ごとに国の基準に
基づき支払われます。調査の種類等に
よりことなります。

●お申し込み・お問い合わせ
　政策秘書課　政策推進担当
　☎22－7216

登録調査員を募集します

◇【補助額】　防災ラジオ１台購入につき　２，０００円
◇【対象者】　４月１日以降に、注文した方

※詳細については、防災交通課消防防災担当までお問い
合わせください。

●お問い合わせ
　防災交通課　消防防災担当　☎22－7218

防災ラジオの値上げに伴い
４月から補助制度が制定されました

◇日　時　５月22日（日）
◇場　所　グリーンバレイ（白樺コース）
※参加者は、スポーツ協会の各地区担当者が取りまと
めを行います。
 
●お問い合わせ
　スポーツ協会事務局（教育委員会内）　☎22ー5361

参加者募集 春季町民ゴルフ大会

税金は納期限内に納めましょう !!

～ 3 月は差押 3 件を実施 ～
町税・国民健康保険税の滞納処分の状況をお知らせします

納付・連絡がない場合は「滞納処分」を執行します。
差押の前には「勤務先」や「取引先」に対し調査に入る場合もあります。
滞納処分等の件数

【期間：令和3年4月1日〜令和4年3月31日】　（単位：件  ※（）内は3月実施分）

財産差押　計26（+3）
捜索 公売 タイヤ

ロック預貯金 保険・共済 その他

25（+3） 0（± 0） 1（± 0） 1（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

◇受付期間
　5月9日（月）〜５月20日（金）
　（土・日除く）
◇受付時間
　午前９時〜午後４時（最終日は午後３時まで）
※入居要件があります。詳しくはお問い合わせください。
※応募者多数の場合は、抽選のうえ入居者を決定します。
※受付期間内に応募がない場合は、以降随時募集となります。

●お申し込み
　都市整備課　住宅担当　☎22-7214

町営・町有住宅入居者募集（３戸）
団地名 募集戸数 建設年度・

構造 間取り 家賃（月額）

町営
梅林第4

１戸
（１階）

H14
中耐
5階建

3ＬＤＫ
71.5㎡

22,000円〜
32,800円

町有青柳町 １戸
（２階）

S53
中耐

５階建
2ＤＫ
44㎡

20,000円
（駐車場代

別途）

町有青柳町 １戸
（３階）

S53
中耐

５階建
2ＤＫ
44㎡

20,000円
（駐車場代

別途）
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★
写
真
教
室

　
　

美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　
一
眼
レ
フ
（
ミ
ラ
ー
レ
ス
を
含
む
）

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
技
術
の
基
本
、レ

ン
ズ
の
特
性
な
ど
の
指
導
や
作
品
の

講
評
・
添
削
を
行
い
、
写
真
作
品
の

質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

作
品
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
た
め
の

プ
リ
ン
ト
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
使
用
不
可
）

◇
日
時　

　

毎
月
第
４
日
曜
日 

午
後
１
時
〜

◇
場
所

　
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
ぎ
ゃ
ら
り
ー
邑

　
（
青
柳
町
）

　
（
野
外
撮
影
実
習
あ
り
）

◇
年
会
費

　
４
︐０
０
０
円（
教
材
年
４
冊
ほ
か
）

◇
講
師

　

志
村
暢
三
（
写
団
ま
す
ほ
代
表
）

☎︎
22

-

３
５
７
１

★
児
童
文
学
創
作
教
室

　
　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
わ
く
わ

く
、ド
キ
ド
キ
す
る
お
話
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

児
童
文
学
教
室
で
は
、
作
家
江
宮

隆
之
先
生
の
指
導
の
下
、
楽
し
く
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。定
期
的
に

作
品
集
の
発
刊
も
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

◇
日
時

　

毎
月
１
回
（
不
定
日
）

◇
場
所

　

長
澤
妙
子
宅
（
天
神
中
條
）

◇
責
任
者

　

八
重
樫
京
子

　

☎︎
０
８
０

-
３
４
３
２

-

５
０
０
１

◇
入
会
金

　
５
︐
０
０
０
円

◇
会
費

　

月
１
︐
０
０
０
円

★
ま
す
ほ　

あ
や
め
コ
ー
ラ
ス

　
　

人
生
に
リ
ズ
ム
を　

　
　
　
　
　
　

生
活
に
歌
声
を

　

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く
り

を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇
日
時

　

月
４
回
（
練
習
日 

水
曜
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　

町
民
会
館

◇
指
導
者

　

有
泉
み
う
子
先
生

◇
責
任
者

　

赤
池
八
重
子　

☎︎
22

-

２
６
１
８　

◇
会
費 

　

月
２
︐
０
０
０
円

★
陶
芸
教
室

　
　

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

　
　
　
　
　
　
　

花
入
れ
な
ど

 　

な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時

　

毎
月
第
１・３
水
・
木
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

◇
場
所

　

本
庁
舎
東
別
館
南
側
プ
レ
ハ
ブ
内

　

作
業
室

◇
責
任
者

　

荒
居
正
人

　

☎︎
０
９
０

-

４
７
３
５

-

９
５
３
９

◇
入
会
金

　
３
︐
０
０
０
円

◇
会
費　

　

月
４
日
コ
ー
ス　
４
︐
０
０
０
円

　

月
２
日
コ
ー
ス　
２
︐
０
０
０
円

　

毎
月
コ
ー
ス
を
選
択
出
来
ま
す
。

　
（
材
料
・
焼
成
費
込
み
）

★
箏
曲
教
室

　
　
　

初
心
者
の
方
も
歓
迎
！

 　

初
心
者
歓
迎
・
経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」の
も
の
を

使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご
準

備
い
た
だ
き
ま
す
。
楽
譜
は
実
費
で

お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
時

　

月
２
回
木
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◇
場
所

　
責
任
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
責
任
者

　

原
田
眞
弓　

☎︎
22

-

６
０
４
３

◇
会
費

　

年
間
５
︐
０
０
０
円

　

富
士
川
町
が
県
下
有
数
で
栄
え
て

い
た
時
代
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の

講
座
で
は
、
舟
運
を
は
じ
め
、
町
の

歴
史
や
伝
説
を
紹
介
し
ま
す
！

　

町
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、一緒

に
昔
の
富
士
川
町
に
つ
い
て
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。
1
回
の
受
講
も
大

歓
迎
で
す
。少
し
で
も
気
に
な
っ
た
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
開
講
日　

5
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

6
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
【
全
2
回
】

◇
時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◇
会
場　

町
民
会
館
会
議
室
2
・
3

◇
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

◇
受
講
料　

無
料

◇
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
飲
み
物（
学

習
資
料
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す
）

◇
講
師　

保
坂 

實 

氏

◇
お
申
し
込
み
期
間　

　
5
月
2
日
（
月
）〜
5
月
20
日
（
金
）

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当

☎︎
22‐5
3
6
1

※
電
話
ま
た
は

教
育
委
員
会

へ
直
接
、お
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。

公
民
館
講
座

～
富
士
川
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う
～

◇
お
申
し
込
み
期
限　

　

５
月
27
日
（
金
）ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　

文
化
協
会
事
務
局

　

(

教
育
委
員
会
内)

　

☎︎
22-

５
３
６
１

※
電
話
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
直

接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
日
程
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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「
女
性
管
理
職
の
比
率
を
２
０
２
０

年
ま
で
に
30
％
」と
い
う
政
府
が
掲
げ

て
い
た
目
標
は
未
達
と
な
り
、

「
２
０
２
０
年
代
に
早
期
達
成
」と
修

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
７
月
に
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
が
行
っ
た
調
査
で
は
、民
間
企

業
の
女
性
管
理
職
の
割
合
は
8
・
9
％

で
、
前
年
比
1
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
と
な

り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

比
率
が
上
が
っ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、目
標
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状

が
あ
り
、女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に
は

厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
就
労
状
況
は
、Ｍ
字
カ
ー
ブ

と
い
わ
れ
る
出
産
・
育
児
を
理
由
と
し

た
キ
ャ
リ
ア
離
脱
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
、年
齢
を
軸
に
労
働

力
を
グ
ラ
フ
で
描
い
た
と
き
、
出
産
・

育
児
に
よ
る
離
職
で
労
働
力
が
落
ち

込
ん
だ
底
を
ボ
ト
ム
と
し
た
と
き
の

カ
ー
ブ
を
指
し
ま
す
。

　

出
産
・
育
児
世
代
の
就
労
環
境
の
改

善
に
よ
り
、Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
解
消
し
て

い
く
こ
と
は
、女
性
管
理
職
の
比
率
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
男
性
育
休

取
得
な
ど
、
出
産
・
育
児
世
代
の
就
労

を
支
え
る
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
と

推
進
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
女
性

の
活
躍
状
況
見
え
る
化
マ
ッ
プ
」が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
、地
方
公
共
団

体
、企
業
と
い
っ
た
区
分
ご
と
に
女
性

管
理
職
の
比
率
な
ど
の
状
況
を
地
図

上
に
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
色
分
け

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
見
え
る
化
マ
ッ
プ
」で
、
県

内
市
町
村
職
員
の
令
和
３
年
度
の
女

性
管
理
職
の
状
況
を
見
て
み
ま
す

と
、
県
内
市
町
村
平
均
14
・
７
％
の

と
こ
ろ
、
富
士
川
町
は
、
37
・
0
％

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

地
方
議
会
議
員
の
女
性
比
率
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
町
村
議
会
議
員
の

女
性
比
率
の
全
国
平
均
は
11
・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
10
日
執
行
の
富
士
川
町
議
会

議
員
選
挙
で
は
、女
性
議
員
3
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
定
数
13
人
で
す
の

で
、
女
性
議
員
の
比
率
は
23
・
1
％
と

な
り
、
こ
ち
ら
も
、
全
国
の
状
況
と
比

較
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
誇
れ
る
「
女
性
活
躍
の
ま

ち
」と
な
り
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

女性活躍のまち

富士川町
男女共同参画推進委員会

　
食
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
伴
う
、

様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国
お

よ
び
県
の
計
画
と
富
士
川
町
総
合
計

画
と
の
調
和
を
取
り
な
が
ら
、「
健
全

な
食
生
活
」
を
目
指
し
て
、「
食
育
」
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
定

め
、推
進
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

　
町
で
は
『
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
食

に
関
す
る
知
識
や
食
を
選
択
す
る
能

力
を
身
に
付
け
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
健
康
で
豊
か
な
食
生
活

を
育
み
、
誰
も
が
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
「
ふ
じ
か
わ
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
』
を
基
本
理
念
に
８
つ
の
重

点
目
標
を
掲
げ
、
食
育
活
動
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
２
次
食
育

推
進
計
画
策
定
か
ら
５
年
経
ち
、
社

会
・
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
子

ど
も
の
貧
困
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

高
齢
者
の
低
栄
養
な
ど
の
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
食
育
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
第
３
次
富
士
川
町

食
育
推
進
計
画
（
令
和
４
年
〜
令
和
８

年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

第
３
次
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画

策
定
の
た
め
、
国
の
食
育
基
本
法
に
基

づ
き
、
総
合
的
な
食
育
の
推
進
を
図
る

た
め
、「
食
育
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
向
け
、
様
々

な
食
の
現
状
が
話
し
合
わ
れ
、『
協
議

会
に
お
い
て
も
、
食
育
の
普
及
・
啓
発

の
た
め
の
活
動
を
し
よ
う
』
と
積
極
的

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
育
推
進
協
議
会
は
、『
週
に
１
回

は
家
族
一
緒
に
食
卓
を
囲
も
う
』
を
令

和
４
年
度
の
目
標
と
し
て
食
育
活
動

を
行
い
ま
す
。
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
多
様
化
す
る
中
、
家
庭
に
お
け
る

「
食
の
ス
タ
イ
ル
」
も
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
忙
し
い
日
々
の
中
で

も
、
週
に
１
回
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓

を
囲
む
な
ど
、
誰
か
と
一
緒
に
食
事
を

す
る
と
い
っ
た
機
会
（
共
食
）
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
協
議

会
の
委
員
か
ら
、『
食
』
に
つ
い
て
の

情
報
を
発
信
し
、
多
方
面
か
ら
食
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

福祉保健課
☎ 22 ー 7207

食
育
推
進
計
画
と
は

食
育
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

新
た
な
食
育
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

１．家庭における食育の推進
２．地域における食育の推進
３．保育所・幼稚園・学校における食育の推進
４．地産地消による食育の推進
５．食文化継承への取り組み
６．食の安全・安心確保への取り組み
７．環境に配慮した食生活の推進
８．食育推進運動の推進

重点的な取り組み
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【
短　

歌
】

柊
の
雪
虫
ほ
ど
の
白
き
花
こ
ぼ
れ
て
匂
う
裏
道
を
行
く

堀
内　
　

竹
子

冬
至
の
日
は
「
ん
」
の
つ
く
も
の
食
う
習
い

　
　
　

う
ど
ん
・
れ
ん
こ
ん
・
南な
ん
き
ん京
な
ん
ぞ

仙
洞
田　

紀
子

擦
れ
違
い
ざ
ま
に
あ
な
た
と
グ
ー
タ
ッ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
つ
づ
く
今
の
挨
拶斉藤　

さ
よ
子

【
川　

柳
】

何
食
わ
ぬ
顔
し
て
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５月１日（日）〜３１日（火）

　4 月 1 日付で就任した、古屋三千雄教育長にお話を伺いました。
■就任されて、これからの目標は。
　長年の教員生活において、常に笑顔で子どもたちに接することを心がけて
きました。その経験から、笑顔はみんなを幸せにする力があると、実感して
います。未来ある子どもたちが、何事にも負けない強い心と体、そして思い
やりを通じ、「生きる力」を育み、いつも明るい笑顔で過ごすことができる
教育を目指します。富士川町の子どもたちが町を愛し、将来、日本中・世界
中に町の魅力を発信していってもらえたらと、心から願っています。
　また、町民の皆さんが、生涯にわたって楽しく前向きに、意欲を持って学
べる生涯学習が、とても大切なことだと感じています。富士川町は、歴史と
伝統に裏打ちされた素晴らしい地域です。その営みに新たな歴史を作り、後
世に伝えていきたいと思います。
　最後に、スポーツを愛し、自分自身の体作りをし、健康寿命を延ばしてい
けるような社会体育が地についた町にしていきたいと考えています。

■趣味はなんですか。
　音楽が大好きで、教員時代も長く吹奏楽部に携わっていました。今でも
いろんな楽器を演奏したり、みんなで一緒に歌を歌うことも大好きです。
■町の皆さんへメッセージを一言。
　教育は、ひとりでできることではなく、皆さんの力をお借りして、その
力が結集された時、初めてできるものだと思っています。未来を担う子ど
もたちのために、皆さんの温かいご支援とご協力をお願いいたします。

〜 どんな時も笑顔を忘れずに 〜

富士川町教育長
古屋　三千雄さん（天神中條）

体操放送時間富士川CATV
（11ch）

▲増穂中学校入学式にて

いきいき筋力テレビ体操
【放送時間】
午前9時〜、午前11時〜、午後８時〜
☆放送を再開します。
〇いきいき百歳体操

【放送時間】午後２時〜
〇ニコニコ長生きやまなし体操、
　かみかみ百歳体操

【放送時間】午後2時30分〜
●お問い合わせ
　地域包括支援センター
　☎22-4615
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スポーツ協会振興への寄付

春の全国交通安全運動実施

入園式・入学式

森林整備協定

選挙啓発活動

　3月18日（金）前スポーツ協会会長の杉田宗利様から、
「スポーツ協会の振興のために」と、２０万円の寄付をい
ただきました。
　杉田様は、平成２８年度から4年間スポーツ協会の会
長として、町のスポーツ振興のためにご尽力されました。

　4月6日（水）から15日（金）まで春の全国交通安全運動
が実施されました。町内の商業施設において、町・鰍沢
警察署・鰍沢交通安全協会などが連携し、啓発用のチ
ラシや蛍光色のタスキが配布されました。

　町内の保育所・小中学校において入園式お
よび入学式が行われました。緊張しながらも大
きな声で返事をすることができました。
　令和4年度の入園児は50人、小学校への入学
児童は85人、中学校の入学生徒は114人です。

　３月28日（月）町・峡南森林組合および東海旅客鉄道株
式会社は、町の自然環境の保全をより一層推進するため

「やまなし森づくりコミッション」の立ち会いのもと、植
栽や間伐等をおこなう森林整備協定を締結しました。

　4月7日（木）富士川町議会議員一般選挙の執行にあた
り、明るい選挙推進協議会が町内の商業施設において
花の種を配り、選挙の投票を呼び掛けました。
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　3月26日(土)から4月3日（日）まで、第41回大法師さくら祭りが開
催されました。
　コロナ禍での開催でしたが、富士川町消防団による梯子乗りの披
露や鷹座巣小林八幡太鼓の演奏が行われ、お祭りを盛り上げました。

大法師さくら祭りが開催されました

名誉町民　石川洋司氏の合同葬が執り行われました
　３月8日 にご逝去されました、名誉町
民 旧鰍沢町長の石川洋司氏の生前の多
大なるご功績に対し、弔慰を表すため、
富士川町名誉町民条例に基づき、石川家
と町による合同葬儀が、4月14日（木）は
くばく文化ホールにおいて、執り行われ
ました。
　葬儀には、町内外から1,000人を超え
る方が訪れ、哀愁の意を捧げ、ご冥福を
お祈りしました。
　葬儀では、町を代表して、望月利樹町
長と鮫田洋平議長が深い追悼の意を述
べました。また、オペラユニットＴＨＥ 
ＲＥＧＥＮＤの献唱も披露されました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

実行委員会が長ネギを無料配布しました

　さくら祭り実行委員会では、富士川町の
畑で丹精込めて作った、富士川ねぎの無料
配布を行い、多くの方々に喜ばれていました。

はしご乗り体験 消防団による梯子乗り

小林鷹座巣八幡太鼓 長ネギの無料配布
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◇
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催
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祝
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催
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６
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ト
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５
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●
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道
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駅
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☎︎
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０
０
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①
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集
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月
分
の
貸
館
受
付

（富士川町ますほ文化ホール）
☎22－8811　FAX 22－8815
★ホームページ

（URL）http://masuho-bunka.jp

はくばく文化ホールはくばく文化ホール
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【
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集
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報
】
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『ウチナーあるある 2』　普天間 伊織 / 著
『沖縄・奄美《島旅》紀行』 斎藤 潤 / 著
『るるぶ沖縄』　JTB パブリッシング / 出版
『沖縄・那覇　てくてく歩き 15』 実業之日本社 / 出版
『沖縄パーフェクト本　王道もトレンドも、ぜんぶのってます。』

昭文社 / 出版
『すぐわかる沖縄の美術』　宮城 篤正 / 監修
『琉球布紀行』　沢地 久枝 / 著
『沖縄県の歴史散歩』　沖縄県の歴史散歩編集委員会 / 編
『名嘉睦稔版画・沖縄・島の色』　

NHK「課外授業ようこそ先輩」制作グループ / 編
『首里城　歴史をひもとき写真で解説する首里城のすべて』

沖縄タイムス社 / 出版
『琉球王国　東アジアのコーナーストーン』　赤嶺 守 / 著
『ねむりむし じらぁ　沖繩の昔話』　川平 朝申 / 再話
『ウミガメと少年　A Green Turtle and a Boy』　

野坂 昭如 / 作
『命こそ宝　沖縄反戦の心』　阿波根 昌鴻 / 著
『沖縄密約　「情報犯罪」と日米同盟』　西山 太吉 / 著

５月の休館日
２日（月） ３日（火・祝） ４日（水・祝） 5日（木・祝）
9日（月） 16日（月） 23日（月） 30日（月） 31日（火）

　沖縄は戦後 27 年のアメリカ統治を経て、1972 年に日本に返還さ
れました。5 月 15 日で 50 年となります。沖縄のこれまでの歩みと
今を様々な角度から考える本を集めました。

　沖縄を舞台にした怪談短編集です。恐ろし
い怪談というより、幻想的で不思議な世界観
に浸れます。沖縄の風景や歴史を考えると、
実際にこのような話があっても不思議では
ないように思えるお話です。

私はフーイー　沖縄怪談短篇集
恒川 光太郎 / 著

の図書館
5月のテーマ展示は 「沖縄、本土復帰50年」

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきました。
心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　100 万円　石川　洋司様（鰍沢南区）

「大法師公園内へのさくらの植樹のために」
※生前時の寄附になります

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 	 性別	 保護者
𣇃　　　米	 土屋　友翔	（ゆうと）	 男	 久　美
鰍　沢　北	 長沢　　華	（はな）	 女	 圭一郎

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
天	神	中	條	 深　　将大	 直　美	 （ 雨 宮 ）
青　柳　町	 瀬尾　岳大	 多　慧	 （ 保 坂 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
最　勝　寺	 望月　文治	 99	 博　文
	 〃	 河野　　等	 72	 淳
	 〃	 志村　靜子	 94	 　　年
	 〃	 松本ミツヱ	 102	 省　三
小　　　林	 堀内　光雄	 88	 積
	 〃	 成澤　一元	 86	 元　徳
長　　　　	 大森　ちよ	 98	 明　仁
青　柳　町	 池田　晴男	 88	 和　博
	 〃	 秋山　宥雄	 79	 有　紀
穂　　　積	 井上よ　ゑ	 96	 孝　博
鰍　沢　北	 小澤ちづ子	 74	 新　吾
	 〃	 堀口　秀子	 88	 嘉　己
鰍　沢　中	 芦　　節江	 91	 佐野	武
鰍　沢　南	 石川　洋司	 82	 恭　子

ひとのうごき（ 4月 1日現在）
人　口	 14,409 人	 （− 33）
　男	 6,996 人	 （− 20）
　女	 7,413 人	 （− 13）
世帯数	 6,269 戸	 （± 0）	 ※（　）内は対前月比
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ア イ ド ル ス テ ー ジ

4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。 詳しくはこちら
富士川町　アイドル

堀内　湊くん　5歳（長　）

加藤　蒼
あ お い

唯ちゃん
（平成 31 年 4 月・長澤）

父　寛彩さん・母　紅緖さん

加藤　煌
こ う き

基くん
（令和 3 年 7 月・長澤）

父　寛彩さん・母　紅緖さん

杉本　篤
あ つ と

飛くん
（令和 3 年 9 月・最勝寺）

父　佳祐さん・母　文香さん

富士川町公式 Facebook富士川町ホームページ 無料アプリ「マチイロ」富士川町公式 LINE

お話しやお歌が大好きなあおちゃ
ん。いろんな言葉を覚えてきて話す
姿に毎日が驚きの連続です。これか
らも元気にすくすく育ってね♪

いつもニコニコ笑顔のこうちゃん。ず
り這いでいけるところにはお姉ちゃん
目掛けて一目散！早くお姉ちゃんと同
じ遊びができるようになりたいね♫

いつもニコニコよくわらう篤飛☆
これからも一緒に思い出沢山作ろ
うね！

【編集・発行】
山梨県南巨摩郡富士川町役場／政策秘書課
〒400-0592　（0556）22 － 7216
webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp
https://www.town.fujikawa.yamanashi.jp
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